
 

2016年 1月 20日 
＜参考資料＞CDP※１がキリングループを気候変動活動の 

パフォーマンスにおいて最高評価である Aリストに 2年連続で選定 
 

 
キリンホールディングス株式会社（社長 磯崎功典）は、CDPから気候変動のパフォ

ーマンスに優れた企業として Aリストに選定されました。2014年に続いて 2年連続の
選定となります。 
※1 CDP は運用資産総額 95 兆米ドルを有する世界の 822 の機関投資家を代表し、企業の温室ガス排出量や気候変動

等に関する取り組みの情報を収集、評価している国際非営利団体（NPO）。日本では FTSEジャパンインデックスを
基本とする大手企業 500 社に対して①気候変動管理②気候変動によってもたらされる事業的なリスクと機会③温
室ガス排出量の 3部門に関する質問書を送付し、その回答結果を分析・評価して公表しています。 

 
CDP は企業からの質問書への回答を元に、企業の温室ガス排出削減など気候変動問題への対応を

評価しています。 

当社は調査対象となった全世界の大手企業の中で、上位 5%となる Aリスト企業 115社のうちの 1

社として認められました。Aリストは昨年 11月 4日に発表されおり、当社は Aマイナスの評価を受

けておりましたが、このたび、外部検証書類の翻訳の問題が解消され、A マイナスから A に再評価

されました。 

 

先に発信したニュースリリース（2015 年 11 月 9日付）の通りキリングループはすでに気候変動

情報開示評価において満点となる 100点で「クライメート・ディスクロージャー・リーダーシップ・

インデックス（以下、CDLI）」に選定されており、パフォーマンス評価でも A リストに選定された

ことで気候変動問題への対応において世界最高レベルの評価を受けたことになります。 

 

【CDPジャパンの森澤みちよディレクターのコメント】 

「気候変動に対する産業界の影響力は非常に大きいと考えられます。低炭素経済を

目指す中で、今回 Aリストに選定された企業のみなさまを称えたいと思います。 

特にキリングループは情報開示の評価でも最高点を獲得していますが、日本の企

業で両評価の最高評価を獲得した企業はわずか 3社であり、気候変動においては最

もリーダーシップを発揮している企業といって良いでしょう。日本からこのような

企業がもっと増えていくように、私たちも企業をサポートしていきたいと思いま

す。」 

 
 

キリングループでは、「食と健康」の領域で事業を営む企業グループとして、「キリングループ長

期環境ビジョン」の 4 つのテーマの 1 つである地球温暖化防止のための戦略として、CO2 排出量削

減の長期目標※2を設定し、環境保全の取り組みを実践するとともに、豊かな地球の恵みを将来にわ

たって享受し引き継ぎたいという思いを、バリューチェーンにかかわるすべての人々と共につない

でいきます。 
※2 キリングループは、CO2 排出量をバリューチェーン全体で、2050 年までに 1990 年比で半減することを目標として定め、グループ

各社の事業活動に組み込んで展開しています。 

 

 

（本件お問い合わせ先）  
キリン株式会社 コーポレートコミュニケーション部   
東京都中野区中野 4-10-2  中野セントラルパークサウス TEL 03-6837-7028 

（お客様お問い合わせ先） 
キリン株式会社 お客様相談室（フリーダイヤル）0120-770-502 
キリンホールディングスホームページアドレス  http://www.kirinholdings.co.jp/  


